
都市化の進展による農業地域-の影響は一株ではなレゝ.地域の農業の商業性の程慶によって離農化

が急速にすすみ零細化にむかう地域と,安定した農業経営を営む地域が考えられる｡

長野釜地に於ける

リンゴ栽培諸地域の地理学的考察

宮 本 洋 子

第1牽 長野金地の自然

調査地域長野盆地払 断層角盆地と考えられ,ここでは五つの地形単位に分類 して地形とリンゴ

園の分布状況を考えた｡気候は内陸的であると共に表裏日本の中間型を示しているとレーえる｡ 全国

各地の雨温図によると,長野県付近がほぼリンゴ栽培適地の南限にあたるが,県内に於ける気温 ･

降水をもとにした適地分数によると,本盆地はむしろ準適地に属することがわか D.主産地形成に

は気候条件(気温 ･降水 )以外の影響が大きいことが認められた｡又'各気候電束及び地形が 1)ン

ゴの生育 ･生理に与える影響を述べ,他産地との比較を行なった.

第2牽 虫黄とilンゴ

長野県の産業D中心は何と'V,ってもまだ盛業にあD,古 くから農業の性格は主として商品作物に

特色づけられるが.現在ではリンゴが土地利用上に於ても,農家経済上に於ても比重は大きく,特

に本盆地では著しい.

弗 S牽 リンゴ栽培の発展

1)ンゴ栽培が.栽培技術 ･市場規模 ･市場価格 ･養蚕の盛衰等の諸条件によ9ど'Dように分布 して

ていったか,そa)過程をここでは5期に区分 した｡県内盈地中,長野盆地が 1)ソゴ産地となったの

紘,気候条件よ9むしろこの過程にあらわれる偶然のきっかけ及び試作場の所在の影響が大 きいと

考えられkb又.盆地内の1)ンゴ導入時肋 地 形と密接を関係にあることも認められたO

欝4章 リンゴ経営･服売流通

金地内でも特に主産地と考えられる地域について経営状況を考察した.経営形態として払 いわ

ゆる奮農的性格がこの地域にもあて娃まD,さらに飯米生産地域が 1)ンゴ栽培地域と-致することが

判 った｡共同化は出荷面では他産地に比べて非常に進んでいるのに比し, 防除面の遅れが 目立っ
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たが,この点についての確定的を原因はつかめなかった｡労働としては,飯米農家が主たる))ンゴ

栽培鹿家である関係上,㌔7)yゴと稲との労働力の競合が問題となるが,盆地北部の1毛作で開花期

が遅い地域と,盆地南部の2毛作で開花の早い地域との接合部に於て,特に著しい競合が生ずるこ

とがわかった｡販売 ･流通としては,生産量･品種･輸送 ･市場について述べたO長野1)yゴその

もののもつ特性(例えば早出し)に加えて.市場との位置関係及び輸送面での有利性がうまく生か

されてはレ､るが,一方価格ののぴなやみ及び4大市場に於ける県産 リンゴの地位(売上高)低下な

ど,当面かかえている問題も多い.

欝5守 る地域の対比

盈地内の5地域をとD,それを対比盲せることによ9地域の連レゝが,具体的に1)3'ゴ栽培上どの

ようにあらわれてくるかを考察したo自然条件とし七は.地形 ･水利･土壌 ･′J､気候を調査した｡

5地域に於て勿論様々を条件が絡みあって,そこにT)ンゴ栽培を行なわしめているのであるが,茶

臼山山蕗部七は主として土壌的に負の条件が,.犀川南部担準原平野ではリンゴの経済的有弄他が,

松)r原状地七は水利的に負の条件が,主として1)ンゴ栽培を推進させる力となっているのでないか

との考えに至った｡小気候と関連深いと思われる開花期は非常にきちんとした速いを見せている｡

社会条件として払 導入時親の連レ､'主産地 ･非主産地の速い,共同化等について考察し冬｡ しか

し,導入の速いは, r笥展｣の所で述べたとおD,地形の違いによるものであD,又,上記の様に

土壌その他の条件を通しての地形の影響が大であることから,盆地内での主産地を決定しているの

は地形ではをいとの考えに至った.

南多摩郡多摩町･稲城町における農業と都市化

森 宏 子

本地域は東京の中心よD約28払離れた東南郊に位置し,昭和 52･55年頃壇では農業土地利

用が主の近郊愚弟地帯を形成してt/､た. しかし,最近の都市化によって虚業の不振はさけられなく

なDつつある.

少し前まで^口の新たな定着は平坦地に限られていて,丘陵部はたとえ交通の俵が良くても宅地

化がほとんど行なわれなかったO しかし,昭和50年頃から強大を人口圧による宅地需要は魚地山

林で残盲れてレ､た丘陵部を宅地に変化させつつある.本地域はまさにこの丘瞭部に位置し,昭和52

年頃から都市的土地利用の増大,人口増加,特に都市的人口の増加,又は農業の後退など,諸々の
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